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る形となっている。第 1 部，第 2 部，第 3 部は，企業管理の歴史的発展を軸にして， ドイツ企
業管理の生成・発展が詳細に論述されている。そして，第 3 部の 6 章・ 7 章の検討・考察の土
台の上に，第 8 章・第 9 章では， 1 G フアルペンを事例として， トラスト企業の組織革新と全
般的管理の発展について論述している。























































3. r第 l 部企業管理の生成と発展J の紹介・検討
第 1 部では， ドイツにおける企業管理の生成及び発展について，解明・考察がおこなわれて
いる。








このように第 1 章では， ドイツ資本主義の特殊性に規定されながらアメリカとの競争からテイ
ラー・システムのドイ、ソへの導入がはかられたことが明らかにされている。


















また，第 2 章では， 1920年代のドイツ企業における企業集中と合理化の実態が解明されてい
る。ここでは，企業集中と合理化が企業管理にもたらす問題点について明らかにされている点
が注目に値すると言える。
第 1 部では， ドイツ企業管理の生成・発展の分析がおこなわれ，企業管理の限界がどのよう
な理由や背景から生じたかについて論述，解明がおこなわれており，その点も，本書の第 1 部
の研究的意義と成果である。
次に， r第 2 部J の紹介・検討に移ることとしたい。
4. r第 2 部部門別管理の発展過程J の紹介・検討
本書の第 2 部では，アメリカ的管理方式の導入によって部門管理の領域においてどのような
発展が見られたか，その具体的な考察がおこなわれている。













第 4 章および第 5 章では，フォードシステムの導入による管理の変革について考察をおこな





第 5 章では， 1920年代のドイツの主要産業における流れ生産方式の導入状況について解明す
るとともに，流れ生産方式が労働者に与える影響について明らかにしている。また，第 5 章で
は，第 4 章と同じくナチス期の流れ生産方式の導入と管理の発展を解明し，ナチス経済の軍事







5. r第 3 部全般的管理の発展過程J の紹介・検討
第 3 部では， ドイツの全般的管理の発展過程について具体的に考察がおこなわれている。









第 7 章及び第 8 章では，第 1 次大戦後のトラスト企業の組織革新について，アメリカとの比
較をもとに，合同製鋼と 1 G フアルペンの事例を取り上げ考察がおこなわれている。
第 7 章・第 8 章の研究の意義は，合同製鋼と 1 G フアルベンの組織革新が合理化の推進と深
い関わりをもっており，合理化の推進がどのような企業管理の問題をもたらし，どのような管
理機構が合理化の推進によってもたらされたかを解明した点にある。特に，第 8 章では，デユ
ポン杜の組織革新との比較において， 1 Gフアルペンの「管理と組織J の特質を解明した点が
大きな特徴となっている。










本書では，第 3 部第 9 章の後に，本書全体のまとめとなる結章がある。



























































本書が， r ドイツ企業管理史j の専門書としての性格のみならず，経営学全般に及ぶ、理論的問題
の解明を試みた大きな視野を持った理論的文献であると住置づけられる。
それゆえ，本書の公刊が我が国の経営学，管理論，管理史研究， ドイツ経営研究に与える刺
激も大きいものと思われる。したがって，本書の公刊を機会に，今後この領域における研究が
深められる可能性が高まったと言えよう。
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